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令和8年（2026年） No.244 

７
長島の海に異変が・・・「赤潮」襲来～被害総数31万尾～

令和８年度施政方針

第２回議会定例会および第３回臨時会の主な内容

追加された予算の主な事業を紹介します

国保・後期高齢者医療資格の更新

イヌマキの害虫大量発生に注意／空き家改修の費用を補助します

サツマイモの害虫被害が拡大／ごみの袋をしっかりと結びましょう

電気柵整備補助金の申請を受け付けます／安全なおもちゃ花火

の使用法

熱中症に注意しましょう～地域包括支援センターだより～

現況届などの提出を忘れずに／プールと艇庫（カヌー）施設

を開放します

～健康的なレシピを紹介します～♪教えて！教えて！食改さん

地域おこし協力隊通信／町長動静

知っ得ボックス

まちの話題

長島文芸／町立図書館のおすすめ

ハッピースマイル～１歳おめでとう～／うぶ声・お礼・お悔や

み／編集後記／訂正とお詫び

［裏表紙］サマーフェスティバルｉｎながしま２０２６／北薩合唱

連盟第26回北薩合唱祭

令和８年６月30日現在 ※（ ）は前月比

4,284 （‐19）

（-18）

（‐3）

（‐23）

4,590
4,408
8,998

 6月17日 （水） 19時13分

　６月の初旬から本町で
は、田植えに向けて水張
をしている田んぼが多く
見られました。
　撮影場所は、蔵之元の
棚田になります。
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３ ｜  広報ながしま  2026年7月号

　

八
代
海
で
発
生
し
た
赤
潮
が
本

町
海
域
に
あ
る
養
殖
ブ
リ
の
生い
け
す簀

を
直
撃
し
、
平
成
21
・
22
年
以
来

の
深
刻
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

管
内
海
域
調
査
で
赤
潮
を
確
認

し
、
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
が
16
日
に
赤
潮
警
報
を
発
令
。

東
町
漁
業
協
同
組
合
（
山
下
伸
吾

組
合
長
）
で
は
管
内
全
域
で
餌
止

め
と
粘
土
散
布
を
実
施
し
、
被
害

拡
大
の
防
止
を
図
り
ま
し
た
。

　
23
日
に
鹿
児
島
県
、
長
島
町
、
東

町
漁
業
協
同
組
合
で
赤
潮
対
策
本
部

が
同
時
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
24

日
に
赤
潮
の
細
胞
数
が
急
増
し
、
一

部
の
生
簀
で
ブ
リ
の
へ
い
死
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
赤
潮
も
こ
れ
ま
で
頻

繁
に
発
生
し
た
も
の
と
同
様
に

「
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
・
ア
ン
テ
ィ
ー
カ
」

に
よ
る
も
の
で
、
増
殖
速
度
が
速

く
広
範
囲
に
及
び
、
短
期
間
で
大

き
な
被
害
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

赤
潮
は
、
海
中
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

が
増
殖
し
、
海
水
が
変
色
す
る
現

象
で
、
魚
の
え
ら
を
傷
つ
け
酸
欠

に
さ
せ
る
ほ
か
、
魚
毒
性
に
よ
っ

て
死
に
至
ら
せ
ま
す
。
６
月
29
日

の
報
告
で
は
、
養
殖
の
ブ
リ
類
が

26
万
尾
、
シ
マ
ア
ジ
が
５
万
尾
と

な
っ
て
い
て
、
被
害
が
大
き
く
、

全
容
把
握
に
は
時
間
が
か
か
る
見

込
み
で
す
。

　

被
害
が
甚じ
ん
だ
い大
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
28
日
に
は
、
国
や
県
の
関
係
者

が
来
町
し
、
特
に
被
害
が
大
き
か
っ

た
幣
串
地
区
の
現
地
や
死
魚
の
埋

設
場
所
を
視
察
。
対
策
会
議
で
は
、

経
緯
と
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
の

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
下
組
合
長
は
「
町
・
県
・
国

へ
の
要
望
を
行
う
と
共
に
漁
業
者

が
経
営
再
建
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

長島の海に異変が…「赤潮」襲来長島の海に異変が…「赤潮」襲来
� ～被害総数 31万尾～� ～被害総数 31万尾～

国・県が埋設現場を視察国・県が埋設現場を視察

へい死漁の受入れへい死漁の受入れ
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日
本
全
国
で
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
進
行
、
人
手
不
足
の
深
刻

化
な
ど
、
地
域
社
会
の
持
続
に
関
わ

る
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
、

地
方
創
生
を
柱
と
し
た
政
策
の
強
化

や
地
方
へ
の
人
口
流
入
の
創
出
、
産

業
振
興
と
観
光
の
融
合
な
ど
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
て
、
地
方
の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
変
化
の
中
で
、
私

は
、４
月
の
町
長
選
挙
に
立
候
補
し
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
信
を
問
う
中
で
、

い
く
つ
か
の
施
策
を
示
し
ま
し
た
。

01 

中
学
校
の
統
合
再
編

　
合
併
以
来
20
年
に
わ
た
り
懸
案

と
な
っ
て
い
た
中
学
校
の
統
合
再
編

は
、
１
月
の
臨
時
会
で
議
決
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
私
の
公
約
の
一
丁
目
一

番
地
と
し
て
掲
げ
、
皆
さ
ま
か
ら
支

持
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
受
け
止

め
、
今
後
も
教
育
委
員
会
を
中
心
に

理
想
的
な
施
設
整
備
に
向
け
て
、
着

実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

02 

夢
と
活
力
、
福
祉
の

           

充
実
し
た
町
づ
く
り

　
本
町
の
町
づ
く
り
は
「
近
き
も
の

喜
び
、
遠
く
よ
り
来
る
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
理
想
郷
を
目
指
し
、
町
制

施
行
以
来
20
年
間
、
関
係
人
口
や
交

流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
重
ね
進
め
て
来
ま

し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
施
策

も
な
お
、理
想
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

十
分
と
は
言
え
な
い
面
が
あ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
て
、
今
後
も
必
要
な

補
完
と
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り

実
り
あ
る
も
の
へ
と
育
て
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
流
の
利
便
性
を
さ
ら
に

高
め
て
行
く
た
め
に
は
、
南
九
州
西

回
り
自
動
車
道
や
北
薩
横
断
道
路
、

三
県
架
橋
の
実
現
が
不
可
欠
で
す
。

黒
之
瀬
戸
大
橋
や
乳
之
瀬
橋
、
伊
唐

大
橋
な
ど
の
存
在
は
、
長
島
の
活
性

化
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
っ
て
い

て
、
橋
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
の

重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま

す
。　

　
幸
い
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
地

方
創
生
伴
走
支
援
制
度
を
活
用
し
、

獅
子
島
架
橋
の
実
現
に
向
け
た
基
礎

調
査
や
国
・
県
と
の
連
携
を
進
め
る

中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
心
を
一
つ

に
す
れ
ば
、
小
さ
く
と
も
明
る
い
光

に
結
び
付
く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
観
光
拠
点
の
整
備
も
重

要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。
サ
ン
セ
ッ

ト
の
丘
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

遊
具
の
充
実
や
温
泉
施
設
、
道
の
駅

の
改
修
な
ど
、
お
お
む
ね
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
整
備
に
つ
い
て
は
、
世
界

経
済
の
動
向
な
ど
に
よ
り
見
通
し
が

難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
民
間
の

活
力
を
生
か
し
た
整
備
に
向
け
て
、

引
き
続
き
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
素
材
を
い
か
し
た

「
食
」の
魅
力
向
上
に
も
工
夫
を
重
ね
、

長
島
の
さ
ら
な
る
魅
力
発
信
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

03 

人
口
減
少
対
策

　
人
口
減
少
対
策
も
、
し
っ
か
り
向

き
合
う
必
要
が
あ
り
、
厚
生
労
働

省
の
人
口
動
態
統
計
で
は
、
全
国

の
「
合
計
特
殊
出
生
率
」
が
１
・
26 

で
あ
る
の
に
対
し
、
本
町
は
２
・
11

と
高
く
、
全
国
４
位
と
公
表
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
戦
略
会
議
が

発
表
し
た
自
治
体
の
持
続
可
能
性
に

関
す
る
分
析
に
よ
る
と
、本
町
は「
消

令和８年度令和８年度

施政方針施政方針
第２回長島町定例会で川添町長が施政方針を発表しました。第２回長島町定例会で川添町長が施政方針を発表しました。

その一部を抜粋し、お知らせしますその一部を抜粋し、お知らせします。

滅
可
能
性
自
治
体
」
か
ら
脱
却
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
は
、
長
島
町
の
人
口
は

２
０
０
５
年
の
１
万
１
９
５
８
人
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
続
け
、
２
０
４
５

年
に
は
６
４
４
８
人
に
な
る
と
予
想

し
て
い
ま
す
。
本
町
の
人
口
減
少
の

状
況
と
し
て
は
、
転
入
者
よ
り
転
出

者
が
多
い
状
況
で
、
特
に
15
歳
か
ら

29
歳
ま
で
の
若
年
層
の
流
出
が
大
き

く
、
高
等
教
育
機
関
が
な
い
こ
と
が

人
口
減
少
の
最
大
の
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
全
国
の
好
事
例
な

ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
継
続
し
た

対
策
を
講
じ
、
持
続
可
能
な
町
づ
く

り
へ
の
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
の
子
ど
も
の
出
生
数

は
50
人
を
下
回
る
状
況
と
な
り
、
子
ど

も
子
育
て
施
策
に
大
き
く
政
策
転
換
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
「
子
ど
も
子
育
て

基
金
条
例
」
を
制
定
し
、
こ
れ
を
活
用

し
な
が
ら
、
福
祉
と
教
育
の
両
面
か
ら

切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
子
育
て
に
必
要
な
日
々
の

生
活
費
や
将
来
の
教
育
費
も
見
据
え
な

が
ら
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ

る
よ
う
、
経
済
的
な
安
定
に
つ
な
が
る

所
得
対
策
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

04 

次
の
20
年
を
見
据
え

　
前
述
し
た
、
こ
の
よ
う
な
重
点
施
策

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
20

年
を
礎
い
し
ず
えと
し
、
次
の
20
年
を
見
据
え
た

新
た
な
施
策
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
第
一
に
「
地
方
伴

走
支
援
の
取
り
組
み
」
第
二
に
「
使

い
勝
手
の
よ
い
子
ど
も
子
育
て
基
金

に
関
す
る
条
例
整
備
と
予
算
化
」、
第

三
に
「
子
ど
も
た
ち
や
離
島
住
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
で
き
る
交
通
体
系
づ

く
り
」
で
す
。
第
四
と
し
て
我
が
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
石
炭
と
原
子
力
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
理
想
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
、
本
町
に
は
潮
流
と
い

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
可
能
性
が
あ

り
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た
電
力
を

小
規
模
産
業
や
加
工
施
設
、
製
氷
施

設
、
貯
蔵
施
設
、
街
灯
な
ど
に
活
用

で
き
る
環
境
が
整
え
ば
、
大
き
な
強

み
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
五
に
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

の
水
俣
～
出
水
間
に
つ
い
て
、
２
年

後
の
２
０
２
８
年
度
内
の
開
通
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
の
尽
力
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
開
通
は

経
済
や
福
祉
、
医
療
を
は
じ
め
、
住

民
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
大
き
な

効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
出
水
地
域
に
と
っ
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
限
ら
れ
た
範
囲
に
と
ど

ま
ら
ず
、
九
州
西
岸
軸
を
見
据
え
た

新
た
な
交
流
拠
点
と
し
て
の
可
能
性

が
広
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
開
通
を
一
つ
の
節
目
と
し
て
、

交
通
体
系
の
充
実
が
地
域
間
交
流
を

ど
の
よ
う
に
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

く
の
か
を
広
く
共
有
し
、
地
域
の
力

を
結
集
し
た
記
念
事
業
へ
と
結
び
付

け
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
今
後

も
広
域
的
な
視
点
で
関
係
自
治
体
な

ど
と
の
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
取
り
組
み
た
い
施
策
は
数
多
く
あ

り
ま
す
が
、
20
年
後
も
活
力
あ
る
長

島
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
語
り
、
動

き
、着
実
に
前
へ
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
財
源
に
は
限
り
が
あ

る
こ
と
も
十
分
認
識
し
て
い
て
、
活

力
あ
る
町
づ
く
り
と
健
全
な
財
政
運

営
と
の
調
和
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
町
を
支
え
る
の
は
組
織
で

す
。
議
会
と
執
行
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
果
た
し
な
が
ら
、
団
結
し
力
を
合

わ
せ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

05 
町
民
と
の
約
束

　
役
場
は
「
町
民
の
皆
さ
ま
の
役
に

立
つ
人
の
い
る
所
」が
原
則
で
あ
り
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
の
約
束
は
職
員
も

書
面
で
取
り
交
わ
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
①
「
笑
顔
と
ス
ピ
ー

ド
」
②
「
で
き
な
い
理
由
で
は
な
く

で
き
る
方
法
を
考
え
る
」
③
「
知
恵

を
出
し
ま
す
。
汗
を
出
し
ま
す
」
④

「
町
長
の
つ
も
り
で
対
応
す
る
」
こ

と
を
基
本
姿
勢
と
し
て
い
ま
す
。

06 

結
び
に

　
私
は
、
政
治
と
は
住
民
に
対
す
る
愛

だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
苦
し
い
決

断
に
し
て
も
、
今
と
将
来
を
考
え
、
ベ

タ
ー
な
決
断
を
し
て
い
き
ま
す
。
町
民

一
人
ひ
と
り
が
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
長
島
町
の
実
現
に
向
け
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

伴走支援官との意見交換会伴走支援官との意見交換会



歳入合計
11,846,818 千円

グラフ１

７ ｜  広報ながしま  2026年7月号 広報ながしま  2026年7月号  ｜  ６

依存財源　75.5％依存財源　75.5％
8,939,922 千円8,939,922 千円

地方交付税　41.0％地方交付税　41.0％
4,851,471 千円4,851,471 千円

繰入金　5.7％繰入金　5.7％
671,611 千円671,611 千円

町税　7.1％町税　7.1％
845,108 千円845,108 千円

自主財源　24.5％自主財源　24.5％
2,906,896 千円2,906,896 千円

寄付金　5.1％寄付金　5.1％
600,101 千円600,101 千円

町債　8.9％町債　8.9％
1,048,500 千円1,048,500 千円

国庫支出金　11.9％国庫支出金　11.9％
1,414,048 千円1,414,048 千円

県支出金　10.8％県支出金　10.8％
1,277,214 千円1,277,214 千円

地方消費税交付金・地方譲与税・その他地方消費税交付金・地方譲与税・その他
2.9％　348,689 千円2.9％　348,689 千円

歳
入
（
グ
ラ
フ
１
）

　

構
成
比
は
町
税
な
ど
の
自
主
財

源
が
24
・
５
％
、
地
方
交
付
税
や

町
債
な
ど
の
依
存
財
源
が
75
・
５
％

と
な
り
、
自
主
財
源
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

総務費　14.7％総務費　14.7％
1,745,596 千円1,745,596 千円

土木費　7.7％土木費　7.7％
915,550 千円915,550 千円

衛生費　6.3％衛生費　6.3％
747,740 千円747,740 千円

商工費　4.3％商工費　4.3％
512,271 千円512,271 千円

消防費　3.3％消防費　3.3％
391,692 千円391,692 千円

教育費　9.3％教育費　9.3％
1,096,295 千円1,096,295 千円

議会費　1.3％議会費　1.3％
159,690 千円159,690 千円

予備費　0.3％予備費　0.3％
30,000 千円30,000 千円

歳出合計（性質別）
11,846,818 千円

普通建設事業費　18.1％普通建設事業費　18.1％
2,148,777 千円2,148,777 千円

公 債 費　16.0 ％公 債 費　16.0 ％
1,891,371 千円1,891,371 千円

人件費　15.8％人件費　15.8％
1,874,912 千円1,874,912 千円

扶助費　15.8％扶助費　15.8％
1,872,519 千円1,872,519 千円

補助費等　10.6％補助費等　10.6％
1,253,335 千円1,253,335 千円

物件費　13.5％物件費　13.5％
1,600,709 千円1,600,709 千円

繰出金　8.0％繰出金　8.0％
941,823 千円941,823 千円

積立金　1.4％積立金　1.4％
163,697 千円163,697 千円

維持補修費　0.6％維持補修費　0.6％
69,675 千円69,675 千円

予備費　0.3％予備費　0.3％
30,000 千円30,000 千円

民生費　25.1％民生費　25.1％
2,969,637 千円2,969,637 千円

グラフ３

農林水産業費  11.7％農林水産業費  11.7％
1,386,976 千円1,386,976 千円

公債費　16.0％公債費　16.0％
1,891,371 千円1,891,371 千円

財産収入　0.5％財産収入　0.5％
59,492 千円59,492 千円

歳出合計（目的別）
11,846,818 千円

分担金および負担金　1.2％分担金および負担金　1.2％
138,923 千円138,923 千円

諸収入 0.5％諸収入 0.5％
55,177 千円55,177 千円

使用料および手数料　0.4％使用料および手数料　0.4％
50,328 千円50,328 千円

行
政
用
語
の
解
説

■
歳
入
（
グ
ラ
フ
１
）

　
会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
な
ど
の
収
入

■
地
方
交
付
税

　
国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を

　
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

　
町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

　
前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越
し
た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

　
各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ

　
る
補
助
金

■
町
債

　
町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
歳
出
（
グ
ラ
フ
２・３
）

　
会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
な
ど
の
支
出

・
目
的
別
（
グ
ラ
フ
２
）

■
総
務
費

　
全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、

　
財
政
事
務
、
選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

　
社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福
祉
、

　
児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

　
保
健
事
業
、
感
染
予
防
、
廃
棄
物
処
理
な
ど

　
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

　
農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

　
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、
公
営
住　
　

　
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

　
消
火
、
災
害
防
除
、
災
害
時
被
害
軽
減
な
ど

　
の
経
費

■
教
育
費

　
教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育
な

　
ど
の
経
費

■
公
債
費

　
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の
償

　
還
金

・
性
質
別
（
グ
ラ
フ
３
）

■
人
件
費

　
町
職
員
の
給
与
や
退
職
金
、

　
議
員
や
委
員
の
報
酬
な
ど
の
経
費

■
扶
助
費

　
児
童
・
高
齢
者
・
生
活
困
窮
者
な
ど
を

　
援
助
す
る
た
め
の
経
費

■
補
助
費
等

　
各
種
団
体
に
対
す
る
助
成
金
や

　
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
な
ど
の
経
費

■
繰
出
金

　
他
会
計
に
支
出
す
る
経
費

■
普
通
建
設
事
業
費

　
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
港
湾
、
公
営
住
宅
な
ど

　
の
建
設
事
業
に
要
す
る
経
費

歳
出
（
性
質
別
・
グ
ラ
フ
３
）

　
歳
出
（
性
質
別
）
に
お
け
る

主
な
項
目
の
構
成
比
は
、
普
通

建
設
事
業
費
18
・
１
％
、
公
債

費
16・０
％
、
人
件
費
15・８
％
、

扶
助
費
15
・
８
％
、
物
件
費

13
・
５
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。

歳
出
（
目
的
別
・
グ
ラ
フ
２
）

　
歳
出
（
目
的
別
）
に
お
け
る

主
な
項
目
の
構
成
比
は
、
民
生

費
25・１
％
、
公
債
費
16・０
％
、

総
務
費
14
・
７
％
、
農
林
水
産

業
費
11
・
７
％
、
教
育
費
９
・

３
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
２
回
議
会
定
例
会
お
よ
び
第
３
回
臨
時
会
の
主
な
内
容　

グラフ２

　
令
和
８
年
第
２
回
長
島
町
議
会
定

例
会
が
６
月
５
日
か
ら
22
日
ま
で
の

18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
令
和

８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
特

別
会
計
補
正
予
算
な
ど
13
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。
骨
格
予
算
だ
っ

た
当
初
予
算
の
肉
付
け
と
な
る
令

和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

22
億
６
５
７
万
２
千
円
を
追
加
し
、

総
額
１
１
８
億
４
６
８
１
万
８
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
長
島
町
副
町
長
に
長

岡
勇
二
氏
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
の
長
島
町

立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
が
可
決
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
川
添
町
長
は
同

条
例
を
再
議
に
付
し
ま
し
た
。
30
日

に
第
３
回
臨
時
会
が
開
か
れ
、
同
条

例
が
改
め
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、
否

決
と
な
り
、「
鷹
巣
中
に
統
合
後
の
新

た
な
学
校
を
設
置
す
る
」
と
い
う
元

の
条
例
が
再
び
有
効
と
な
り
ま
し
た
。

※
再
議
と
は
、
地
方
自
治
に
お
い
て

首
長
が
議
会
の
議
決
に
対
し
て
異
議

が
あ
る
場
合
に
、
理
由
を
示
し
て
議

会
に
審
議
の
や
り
直
し
を
求
め
る
制

度
で
す
。

繰越金　4.1％繰越金　4.1％
486,156 千円486,156 千円



9 ｜  広報ながしま  2026年7月号 広報ながしま  2026年7月号  ｜  ８

議会事務局

議会中継システム更新 53,980

議会ペーパレス会議システム導入 1,025

総務課

防災行政無線整備事業 93,027

ブライダル推進事業 2,200

防災拠点の設置および災害時相互支援体制構築
事業 3,296

小型ポンプ付軽積載車２台購入
（御所ノ浦、湯ノ口） 23,169

消防施設整備事業費 14,863

企画財政課

夢追い獅子島架橋基金 100,000

子ども子育て基金 30,000

電源立地地域対策補助金事業基金 28,756

第３次総合振興計画策定 5,368

地域公共交通計画実施支援業務 1,265

自治公民館等チャレンジ提案事業 12,000

長島夢追い元気集落活性化補助金 43,000

獅子島地区遊具整備事業 11,636

獅子島地区経済対策フェリー運賃補助 6,300

獅子島地区住民割引旅客運賃補助 2,505

獅子島地区経済対策渡船料補助 900

地方創生課

総合戦略策定 4,480

空家改修補助金 23,310

かごしま移住支援事業 3,156

税務課

納税通知書の電子化に伴う改修業務 1,363

町民保健課

いつでもドクター委託料 1,265

予防接種事業費 15,480

福祉事務所

子宝お祝い金の支給 10,400

ライフヘルプ事業 1,344

介護環境課

火葬場不知火苑１号炉バーナー取替工事 2,277

診療所

診療所医科医事業 12,042

水産景観課

県営事業負担金（水産流通基盤整備事業等） 44,967

第 19回おさかな祭り 3,500

美味フェア（金沢、広島） 4,000

豊かな海づくり事業 8,100

赤潮対策緊急支援事業 20,427

サンセットの丘大型遊具整備 100,000

太陽の里駐車場整備工事 30,000

道の駅長島周辺電柱引き込み工事 2,800

ぐるっとフラワーロード事業 26,070

ツワブキなど植栽・管理委託料 14,538

景観整備事業費 12,882

耕地林務課

令和８年度一般会計補正予算

追加された予算の主な事業を紹介します
県営事業負担金（畑地帯総合整備事業等） 79,690

農道（生活関連道）舗装事業補助金 4,000

農道維持補修工事（町内一円） 10,000

農地耕作条件改善事業 24,002

中山間地域総合整備事業（長島西部） 94,001

林道維持補修工事（町内一円） 2,000

林道獅子島中央線整備事業および立石線整備事業 18,242

福ノ浦林業専用道開設工事
（次世代ふるさとの林再生事業） 13,800

農政課

旧唐隈公民館解体工事 11,550

ワイヤーメッシュ柵の整備 2,569

イノシシ電気柵設置補助 4,500

認定農業者等担い手育成対策事業費 300

繁殖実験センター母牛舎修繕 964

優良繁殖雄牛導入事業および保留事業 1,200

長島牛銘柄確立事業費 3,100

建設課

県営事業負担金（県道平尾川床線） 11,000

町道維持補修工事 18,000

町道の整備（過疎債） 63,500

町道の整備（辺地債） 95,000

指江川内線交付金事業費 38,200

城川内中央線交付金事業 20,000

大島加世堂線交付金事業 46,209

町道法面（交付金）対策事業 15,000

緊急自然災害防止対策事業 21,000

御所ノ浦片側線交付金事業 49,786

幣串湯ノ口線交付金事業 50,000

獅子島架橋基礎調査事業 30,000

県営事業負担金（港整備交付金事業等） 44,516

地方創生港整備推進交付金事業（浜漉・脇崎） 165,000

公営山寺団地解体工事 12,109

危険空家解体撤去事業（８棟） 12,756

総合管理課

公用車（プリウスHEV）購入費 4,122

教育総務課

小学校施設補修（平尾小 /蔵之元小 /鷹巣小） 26,933

川床スクールバス購入（田尻地区） 24,434

社会教育課

一家一花運動 761

バイオリン体験教室 495

文化財保護一般経費（指江古墳整備） 2,508

トライジョギング大会 2,500

すいせんウォーク 1,000

スポーツ教室 400

B&G体育館耐震診断業務委託 3,619

町民体育館アリーナ LED照明器具取替 4,121

川床コミュニティグラウンド水銀ランプ交換 1,100

総合運動公園整備事業 261,147

水道課

長島町水道施設更新計画作成業務委託 3,000

上水道区域配水管布設替工事 40,000

上水道区域ポンプ施設等更新工事 20,000

獅子島地区ポンプ施設等更新工事 2,000

獅子島地区配水管布設替工事 8,000

農業集落排水施設整備事業 5,000

（単位：千円）



広報ながしま  2026年7月号  ｜  10

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
資
格
の
更
新

　

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
の
資
格
期
限
は
令

和
８
年
７
月
31
日
ま
で
で
、
８

月
１
日
か
ら
更
新
さ
れ
ま
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
未
所
持
ま
た
は
保
険

証
と
し
て
未
登
録
の
か
た
に
「
資

格
確
認
書
」
を
、
マ
イ
ナ
保
険
証

利
用
者
に
は
「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
を
７
月
中
に
送
付
し
ま
す
。 

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
か
た

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資

格
確
認
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
８
月
１
日
か
ら
資
格
確
認

書
の
交
付
要
件
が
変
更
さ
れ
、
85
歳

以
上
の
か
た
と
、
84
歳
以
下
で
以
前

か
ら
の
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
者
（
マ

イ
ナ
保
険
証
の
未
所
持
者
を
含
む
）

を
対
象
に
送
付
し
ま
す
。

　
84
歳
以
下
で
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
実
績
が
あ
る
か
た
に
は
「
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
実
績
者
は

次
の
条
件
を
満
た
す
か
た
で
す
。

①
過
去
１
年
間
で
６
回
以
上
マ
イ
ナ

保
険
証
を
利
用

②
概
ね
直
近
３
か
月
以
内
に
マ
イ
ナ

保
険
証
を
利
用
（
利
用
状
況
は
、
送

付
す
る
新
た
な
資
格
確
認
書
作
成
時

点
の
情
報
と
な
り
ま
す
。）

後期高齢者医療のかたに次のとおり資格確認書もしくは資格情報のお知らせが届きます

令和８年８月１日時点で 85歳以上である

はい

いいえ

はい

マイナ保険証を利用してください
（資格情報のお知らせを送付しています）

①過去１年間で６回以上マイナ保険証を利用している
②概ね直近３カ月以内にマイナ保険証を利用している
※マイナ保険証のご利用状況は、７月中に送付する新
たな資格確認書を作成する時点の情報となります。

はい

令和８年８月１日から有効な資
格確認書が交付されます

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係

　
☎（
86
）１
１
５
７ ［
直
通
］

マイナ保険証の利用
登録をしている

いいえ

いいえ

８
月
１
日
以
降
の
医
療
機
関
受
診
方
法

〇
資
格
確
認
書
が
届
い
た
か
た

　
資
格
確
認
書
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
資
格
確
認
書
が
届
い
た
か
た
で
も
、マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
は
可
能
で
す
。

〇
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
が
届
い
た
か
た

　
引
き
続
き
マ
イ
ナ
保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
交
付
す
る
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
資
格
確

認
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
時
に
医
療
機
関
で
マ
イ
ナ
保
険
証
と
併
せ
て

提
示
す
る
た
め
、医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
の
み
で
は
、
医
療
機
関
を
受
診
で
き
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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イ
ヌ
マ
キ
の
害
虫
大
量
発
生
に
注
意

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
☎（
86
）１
１
５
９［
直
通
］

　
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
は
、
ヒ
ト
ツ

バ
や
ナ
ギ
の
葉
を
食
べ
る
害
虫
で

す
。
幼
虫
は
ヒ
ト
ツ
バ
の
葉
が
無
く

な
る
ま
で
食
べ
尽
く
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

〇
幼
虫
（
写
真
右
）

　
体
長
は
約
５
㌢
で
、
オ
レ
ン
ジ
色
、

黒
色
（
灰
色
）
お
よ
び
黄
色
の
模
様

を
し
た
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
で
す
。

〇
成
虫
（
写
真
左
）

　
羽
を
広
げ
た
大
き
さ
は
約
６
㌢
で
、

全
体
的
に
紺
色
、
羽
に
は
黄
色
の
帯

状
の
模
様
が
あ
る
ガ
（
蛾
）
で
す
。

〇
被
害
発
生
時
期　
４
月
～
12
月

〇
防
除
方
法

　
イ
ヌ
マ
キ
を
定
期
的
に
観
察
し
、

幼
虫
の
早
期
発
見
と
薬
剤
に
よ
る
防

除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
少
数
発
生
の
時
は
、木
を
ゆ
す
り
、

落
下
し
た
幼
虫
を
補
殺
す
る
か
、
拾

い
集
め
て
焼
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
大
量
発
生
の
時
は
、
薬
剤
を
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。（
近
隣
へ
の
薬
剤

飛
散
に
注
意
）

※
薬
剤
は
、
近
く
の
農
協
や
園
芸
品

店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
農
薬

取
扱
店
で
購
入
で
き
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
害
虫
「
キ
オ
ビ
エ
ダ

シ
ャ
ク
」
に
よ
る
イ
ヌ
マ
キ
（
ヒ
ト

ツ
バ
）
が
枯
死
す
る
被
害
区
域
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。

薬剤名 ロックオン（乳剤） アディオン乳剤 トレボン（乳剤）

希釈倍数 1,000 倍 4,000 ～ 8,000 倍 4,000 倍

効果持続期間 約３カ月 約２カ月 約３日

散布適期 幼虫発生初期 幼虫発生初期 幼虫発生初期

空
き
家
改
修
の
費
用
を
補
助
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
地
方
創
生
課
地
方
創
生
係

　
☎（
86
）１
１
０
１［
直
通
］

　
町
で
は
、
空
き
家
の
利
活
用
促
進

の
た
め
、
空
き
家
の
改
修
工
事
に
係

る
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
〇
対
象
事
業

　

住
宅
、
店
舗
、
事
務
所
の
機
能

向
上
を
目
的
と
し
た
改
修
工
事
、

家
財
道
具
の
処
分
に
係
る
経
費

※
申
請
内
容
は
現
地
調
査
な
ど
を

行
い
、
審
査
し
ま
す
。

※
空
き
家
の
改
修
工
事
は
、
町
内

業
者
が
施
工
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

〇
補
助
金
額

　

補
助
対
象
事
業
に
要
し
た
経
費

の
総
額
３
分
の
２
を
補
助
（
上
限

３
３
３
万
円
）

※
本
制
度
の
予
算
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
採
択
に
要
件

が
あ
る
ほ
か
、
申
請
多
数
の
場
合
は
採
択
さ
れ
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
申
請
締
切

　

７
月
24
日
（
金
）

〇
申
請
書
類
な
ど

　

詳
細
は
長
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

キオビエダシャクの成虫キオビエダシャクの成虫 キオビエダシャクの幼虫キオビエダシャクの幼虫
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問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
☎（
86
）１
１
５
９［
直
通
］

　

大
隅
地
域
の
サ
ツ
マ
イ
モ
ほ
場

で
、
病
害
虫
の
ム
ツ
ス
ジ
ア
シ
ナ
ガ

ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
、
食
害
に
よ
る

被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
気
温
が
高
く
な
る
時
期
は
、
ム
ツ

ス
ジ
ア
シ
ナ
ガ
ゾ
ウ
ム
シ
が
活
発
に

な
る
た
め
、
ほ
場
を
よ
く
見
回
り
、

早
期
発
見
・
早
期
防
除
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
害
虫
被
害
が
拡
大

〇
ム
ツ
ス
ジ
ア
シ
ナ
ガ
ゾ
ウ
ム
シ
の
特
徴

・
成
虫
の
背
面
は
灰
色
地
に
黄
色
い
縦
筋

・
成
虫
は
、
つ
る
や
葉
柄
を
摂
食
し
、
食
害
を
受

け
た
葉
は
折
れ
て
垂
れ
下
が
る

・
幼
虫
は
、
つ
る
の
中
で
発
育
し
、
さ
な
ぎ
を
経

て
羽
化
し
、
脱
出
孔
か
ら
つ
る
の
外
へ
出
る

〇
ム
ツ
ス
ジ
ア
シ
ナ
ガ
ゾ
ウ
ム
シ
の
防
除
対
策

　
７
月
～
８
月
頃
が
防
除
適
期
と
な
り
ま
す
。
表

に
掲
載
し
た
農
薬
を
使
用
し
、
使
用
方
法
を
遵
守

す
る
と
と
も
に
、
農
薬
散
布
時
は
、
周
辺
の
作
物

へ
飛
散
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

表　サツマイモ栽培でのムツスジアシナガゾウムシに使用可能な農薬
商品名 希釈倍数 使用時期 使用回数

コテツフロアブル 2000 収穫前日まで ２回以内
スミチオン乳剤 1000 収穫 7日前まで ５回以内
グレーシア乳剤 2000～ 3000 収穫 7日前まで ２回以内
ベネビアOD* 4000 収穫 7日前まで ３回以内

※
令
和
８
年
５
月
26
日
付
鹿
児

島
県
病
害
虫
防
除
所　
病
害
無

視
発
生
予
察
注
意
報
第
１
号
に

よ
る

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

ご
み
の
袋
を
し
っ
か
り
と
結
び
ま
し
ょ
う

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
出
し
方
に
つ

い
て
お
願
い
で
す
。

　

ご
み
袋
の
口
が
き
ち
ん
と
結
ば

れ
て
い
な
い
ま
ま
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
、

３
月
か
ら
販
売
を
開
始
し
た
新
デ

ザ
イ
ン
の
町
指
定
ご
み
袋
は
、
一

カ
所
だ
け
結
ん
だ
状
態
で
出
さ
れ

る
と
中
か
ら
ご
み
が
飛
び
出
る
可

能
性
が
あ
り
、
収
集
作
業
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
。

　

ご
み
袋
の
口
は
十
文
字
に
結
ん

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ムツスジアシナガゾウムシムツスジアシナガゾウムシ

幼虫が寄生し、膨らんだ茎幼虫が寄生し、膨らんだ茎 食害を受けた株食害を受けた株

良い例（口の袋を十文字に結んでいる）良い例（口の袋を十文字に結んでいる）

悪い例（一カ所だけ結んだ状態）悪い例（一カ所だけ結んだ状態）
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電
気
柵
整
備
補
助
金
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

町
で
は
、イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策
の
た
め

に
、電
気
柵
の
整
備
に
対
す
る
補
助

を
行
い
ま
す
。

　
申
請
は
令
和
８
年
７
月
23
日（
木
）

か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
次
の
必
要
書
類
を
持
参
し
、
役
場

農
政
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

１
補
助
対
象

　

電
気
柵
本
体
お
よ
び
付
属
品

２
補
助
額

　

購
入
費
用
の
２
分
の
１
の
額
か
ら
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数

を
切
り
捨
て
た
額
で
、
補
助
限
度
額
６
万
円
ま
で

３
次
の
全
て
の
該
当
者
が
申
請
で
き
ま
す

（
１
）
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
町
内
に
居
住
し
て
い
る

（
２
）
認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就
農
者
、
農
業
法
人
、
農
作
物

の
出
荷
実
績
が
あ
る
か
た
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

（
３
）
設
置
す
る
農
地
の
作
物
を
販
売
ま
た
は
飼
料
作
物
を
家

畜
へ
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

（
４
）
町
内
で
10
㌃
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る

（
５
）
町
に
支
払
う
べ
き
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

４
申
請
に
必
要
な
も
の

（
１
）
見
積
書
や
購
入
予
定
額
が
わ
か
る
書
類

（
２
）
カ
タ
ロ
グ
等
の
商
品
が
わ
か
る
書
類

（
３
）
納
税
証
明
書
（
役
場
税
務
課
で
取
得
）

（
４
）
出
荷
伝
票
の
写
し
（
３
（
２
）
「
出
荷
実
績
が
あ
る
か

た
」
で
申
請
す
る
場
合
の
み
）

安
全
な
お
も
ち
ゃ
花
火
の
使
用
方
法

　

こ
れ
か
ら
夏
に
な
る
と
、
お
も

ち
ゃ
花
火
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え

て
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

身
近
な
夏
の
風
物
詩
の
お
も
ち
ゃ
花

火
は
、「
お
も
ち
ゃ
」
と
は
い
え
原

料
は
火
薬
有
り
の
危
険
物
で
す
。
使

用
す
る
際
は
注
意
書
き
や
使
用
方
法

を
よ
く
読
み
、
近
隣
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
次
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
遊

び
ま
し
ょ
う
。

　　　
　
ま
た
、
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
で

は
、
管
内
の
園
児
を
対
象
に
花
火
の

正
し
い
知
識
や
危
険
に
つ
い
て
周
知

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
火
遊
び

に
よ
る
火
災
や
け
が
な
ど
の
減
少
を

目
的
に
「
お
も
ち
ゃ
花
火
教
室
」
を

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

①
花
火
遊
び
の
時
間
と
場
所
は
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
花
火
を
す
る
前
に
バ
ケ
ツ
と
水
を

　
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
花
火
は
必
ず
燃
え
る
も
の
の
な
い

　
広
い
場
所
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

④
花
火
が
終
わ
っ
た
ら
花
火
の
ご
み

　
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
阿
久
根
消
防
署

　
東
分
遣
所　
　

　
☎（
86
）０
１
１
９［
直
通
］

　
長
島
分
遣
所

　
☎（
88
）５
３
３
３［
直
通
］
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熱
中
症
対
策

1. 

喉
が
渇
く
前
に
こ
ま
め
な
水
分
補
給

　

喉
の
渇
き
を
感
じ
た
と

き
は
、
す
で
に
体
は
脱
水

状
態
に
近
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
意
識
的
に
水
分
を

取
り
ま
し
ょ
う
。

〇
時
間
を
決
め
る

　

起
床
時
と
食
事
時
、
入
浴
前
後
、
就
寝
前
な

ど
生
活
の
節
目
に
コ
ッ
プ
１
杯
程
度
の
水
分
補

給
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
お
す
す
め

　

汗
を
多
く
か
い
た
時
は
、
塩
分
も
一
緒
に
補

給
し
ま
し
ょ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
経
口

補
水
液
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

＊
病
気
な
ど
で
水
分
や
塩
分
、
糖
分
に
制
限
の

あ
る
人
は
、
主
治
医
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

2 . 

室
内
で
の
熱
中
症
予
防

〇
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

・
室
温
や
湿
度
を
測
定
し
、
室
温
28
度
、
湿
度

70
㌫
よ
り
低
く
な
る
よ
う
に
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

・
室
温
や
湿
度
が
高
い
と
き
は
、
エ
ア
コ
ン
の

冷
風
を
扇
風
機
な
ど
で
循
環
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
カ
ー
テ
ン
や
す
だ
れ
な
ど
を
活
用
し
、
日
差

し
を
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。

3. 

外
出
す
る
と
き
は
日
差
し
か
ら
身
を
守
り
ま

し
ょ
う

〇
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

・
日
傘
や
帽
子
で
日
よ
け
を

す
る
。

・
移
動
す
る
と
き
は
日
陰
を

選
ぶ
。

・
熱
中
症
特
別
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
に
、

冷
房
に
あ
た
る
環
境
に
い
ら
れ
な
い
か
た
の
避

難
場
所
と
し
て
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を
活

用
で
き
ま
す
。

＊
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
は
、
熱
中
症
を

予
防
す
る
目
的
で
、
住
民
に
涼
し
い
空
間
を
提

供
す
る
公
共
施
設
の
こ
と

4.
地
域
で
の
見
守
り
・
声
か
け

　

周
囲
の
人
が
早
め
に
気
が
つ
い
て
あ
げ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

 

「
顔
が
赤
い
、
体
が
熱
い
、
め
ま
い
、
立
ち
く

ら
み
」 

な
ど
の
異
変
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に

涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
体
を
冷
や
し
て
く
だ

さ
い
。
意
識
が
な
い
、
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、

応
答
が
お
か
し
い
場
合
は
、
速
や
か
に
救
急
車

を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
に
な
る
と
、
体
温
の
上
昇
や

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
り
、

汗
を
あ
ま
り
か
か
な
く
な
る
こ
と
か

ら
、
熱
中
症
の
初
期
段
階
に
気
が
つ

き
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
熱

中
症
は
室
内
で
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
は
、
暑
い
季
節
は
自

宅
で
の
過
ご
し
方
に
も
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

 
～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係　

　
☎︎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

【答え】

　□に数字を入れて計算を完成させましょう。

　
　
　「

人
生
会
議
し
と
こ
う
」

「
人
生
会
議
し
と
こ
う
」

　

医
療
の
現
場
で
は
、患
者

の
意
思
が
分
か
ら
ず
家
族

が
悩
む
場
面
が
多
く
あ
り

ま
す
。Ａ
Ｃ
Ｐ
を
進
め
て
お

く
こ
と
は
、家
族
へ
の“

最

後
の
思
い
や
り”

と
な
り
、

迷
い
を
減
ら
し
ま
す
。

①	   3 □４　　　②   ８□２　 　　③  □４７　　　④　９□３
　＋ 1 6 □　　　　－□５７　　　　＋２□８　　　　－４６□
　　5 0 2　　　　　 ２３□　　　　　６９□　　　　　□５７

①	３３４　　　② ８９２　　　③ ４４７　　　④　９２３
　   ＋１６８　    　－６５７　　　 ＋２４８　　　　－４６６
　　   ５０２　 　　　２３５　　　　 ６９５　　　　　４５７
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問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

現
況
届
な
ど
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　
町
で
は
、
今
年
度
の
各
種
手
当
の
受

給
資
格
を
確
認
す
る
た
め
、
対
象
者
に

次
の
書
類
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。　

　
提
出
が
無
い
場
合
、
受
給
資
格
が

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

期
限
ま
で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

プ
ー
ル
と
艇
庫
（
カ
ヌ
ー
）
施
設
を
開
放
し
ま
す

入場料 休憩時間 開放時間 開放日 開設場所

〇
町
民
プ
ー
ル
（
鷹
巣
）

・
町
内　
大
人
１
０
０
円　
小
中
高
生
50
円

・
町
外　
大
人
２
０
０
円　
小
中
高
生
１
０
０
円

※
小
学
生
未
満
は
無
料
で
す
が
、
同
伴
者
が
い
な
け
れ
ば
入

場
で
き
ま
せ
ん
。

〇
蔵
之
元
小
学
校
プ
ー
ル

　
無
料

※
小
学
生
未
満
は
同
伴
者
が
い
な
け
れ
ば
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
、
休
憩
時
間
と
し
ま
す
。

※
１
時
間
に
10
分
は
休
憩
時
間
と
し
、
必
ず
プ
ー
ル
か
ら
上

が
り
ま
す
。

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

７
月
22
日
（
水
）
～

８
月
30
日
（
日
）

※
月
曜
日
は
休
み

町
民
プ
ー
ル(

鷹
巣)

７
月
22
日
（
水
）
～
８
月
30
日
（
日
）

※
月
曜
日
は
休
み

※
８
月
21
日
（
金
）
は
出
校
日
の

た
め
休
み

蔵
之
元
小
学
校
プ
ー
ル

使用料 休憩時間 開放時間 開放日 開設場所

カ
ヌ
ー
、
１
艇
利
用
料

（
１
時
間
あ
た
り
）

・
小
中
高
生　
１
０
０
円

・
大
人　
　
　
２
０
０
円

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
、
休

憩
時
間
と
し
ま
す
。

※
１
時
間
に
10
分
は
休
憩
時
間
と

し
ま
す
。

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

７
月
22
日（
水
）～
８
月
30
日（
日
）

ま
で

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
利

用
さ
れ
る
団
体
な
ど
は
、
１
週
間

前
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

長
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
・

艇
庫
（
蔵
之
元
）

　
町
民
プ
ー
ル
と
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
の
代
替
施
設
と
し
て
蔵

之
元
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
開
放
し
ま

す
。
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫
も

開
放
し
ま
す
。

〇
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
更
新
書
類

〇
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

・
送
付
時
期　

７
月
下
旬
発
送
予
定

・
受
付
期
間　

８
月
３
日
（
月
）～
８
月
21
日
（
金
）

〇
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

・
送
付
時
期　

８
月
上
旬
発
送
予
定

・
受
付
期
間　

８
月
12
日
（
水
）～
９
月
11
日
（
金
）

〇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

届
出
に
必
要
な
も
の
は
、送
付
す
る
書
類
に
記

載
し
て
い
ま
す
。

※
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
！
ひ
と
り
親
全
力
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
い
ず
み
の
臨
時
窓
口
が
町
役
場
に
開
設
さ
れ

ま
す
。現
況
届
な
ど
の
提
出
の
際
に
活
用
く
だ
さ
い
。

〇
臨
時
窓
口
開
設
日
時

　

８
月
12
日
（
水
）

　

・
午
前
10
時
30
分
～
正
午

　

・
午
後
１
時
～
３
時

〇
場
所　

長
島
町
役
場　

１
階
相
談
室

〇
相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
い
ず
み
（
出
水
公
共
職
業
安
定
所
）

　

☎
０
９
９
６(

62
）０
６
８
５

問い合わせ先
役場福祉事務所子育て支援係　
　☎︎（86）１１４６［直通］
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～健康的なレシピを紹介します～～健康的なレシピを紹介します～

♪ 教えて！教えて！食 改 さん♪ 教えて！教えて！食 改 さん

材料（2人分）

ジャガイモ	 	 　   １個（120ℊ）
キュウリ　	 　15ℊ
塩（塩もみ用）　	 � 　少々
大葉　	 � ４枚
かつお節　	 � ひとつまみ（１g）
塩昆布　	 � ２ℊ
マヨネーズ　� 小さじ４
いりごま　� 少々

　ボウルにキュウリ、大葉、か
つお節、塩昆布を入れてマヨ
ネーズで味付けをする。

　大葉一枚を千切りにしてあ
くを抜くために水にさらす。

　キュウリは薄い輪切りにし
て塩もみを行い、余分な水分
をとる。

　器に大葉を敷いてポテトサ
ラダを盛り、いりごまを振り
かけたら完成。

　火が通るまでゆがき、ボウル
に移して熱いうちに粗く潰す。

　ジャガイモは皮をむき、一
口大以上に切る。

Step

１
Step

２

Step

６
Step

５

Step

４
Step

３

Vol.1Vol.1 和風ポテトサラダ和風ポテトサラダ
エネルギー：92kcal　塩分：0.5ℊ（栄養価は１人分）エネルギー：92kcal　塩分：0.5ℊ（栄養価は１人分）

　「食改さん」とは食生活改善推進員の略称・愛称で
す。食を通した健康づくりを行う全国組織があるボ
ランティア団体です。

岩下さん岩下さん 江藤さん江藤さん上さん上さん

★大葉の豆知識
☑大葉の旬は６月～９月頃です。
☑香りが良いため、味のアクセントが加
わり減塩につながります。
☑ビタミンAやビタミン Kが多く含まれ
ているため、油と一緒に摂取すると吸収が
良くなります！

広報ながしま  2026年7月号  ｜ 16



６
月《
水
無
月
》
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３
日（
水
）

４
日（
木
）

５
日（
金
）

９
日（
火
）

12
日（
金
）

18
日（
木
）

22
日（
月
）

23
日（
火
）

29
日（
月
）

30
日（
火
） 牛

の
競
り
市
（
出
水
市
）

長
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
図
書
寄
付
（
役
場
）

長
島
町
ひ
と
り
親
寡
婦
福
祉
会
総
会
（
指
江
支
所
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
委
員
会（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

日
本
郵
便
指
定
暑
熱
避
難
施
設
の
協
定
書
調
印
式
（
役
場
）

～
22
日
（
月
）

令
和
８
年
第
２
回
長
島
町
議
会
定
例
会
（
役
場
・
議
場
）

治
山
林
道
協
会
令
和
７
年
度
決
算
報
告
（
役
場
）

農
業
信
用
基
金
協
会
第
２
回
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

遺
族
会
総
会
（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

教
育
委
員
辞
令
交
付
式
（
役
場
）

東
町
漁
協
第
78
回
通
常
総
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

全
国
簡
易
水
道
協
議
会
要
望
活
動
（
東
京
都
）

県
森
林
整
備
公
社
定
時
社
員
総
会
（
鹿
児
島
市
）

臨
時
議
会
（
役
場
・
議
場
）

　
本
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
３

年
間
活
動
し
て
き
た
渋
谷
日ひ
よ
り和
さ
ん
が
、

６
月
末
で
任
期
を
終
え
ま
し
た
。

　
渋
谷
さ
ん
は
、「
教
育
」「
交
流
人
口
」「
み

か
ん
振
興
」
の
３
つ
を
柱
に
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
教
育
分
野
で
は
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
学
習
支
援

や
、各
種
検
定
の
実
施
。大
学
生
と
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
展
開
し
ま
し
た
。
交

流
人
口
の
拡
大
で
は
、
高
校
生
・
大
学
生

の
受
け
入
れ
や
長
島
町
の
産
業
、
地
域
資

源
を
体
験
で
き
る
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
多
く
の
か
た
に
長
島

町
の
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
う
機
会
を
創

出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
、「
温
州
み
か
ん
発
祥
の
地
・
長
島
町
」

を
「
み
か
ん
の
聖
地
」
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
魅
力
発
信
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
昨
年
12
月
に
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
や
柑
橘
関
係
者
と
の
連
携

を
通
し
て
、「
マ
ン
ダ
リ
ン
祭
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
任
期
終
了
後
も
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
継

続
し
、
教
育
・
交
流
・
み
か
ん
を
軸
に
、

長
島
町
の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
と
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

３
年
間
完
走
＆
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

	

　
　
　
　
　
　
～
協
力
隊
、
渋
谷
隊
員
卒
業
～
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巡
回
無
料
法
律
相
談
会

　
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
で
は
、当
会
所
属
の
弁

護
士
を
派
遣
し
て
各
地
を
巡
回
す
る
形
で
の

無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
内

容
は
、日
常
生
活
の
悩
み
事
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

な
ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
同
会
所
属
の
弁
護

士
が
専
門
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

〇
日
時

　
７
月
31
日（
金
）　
午
後
１
時
～
４
時

〇
場
所

　
役
場　
２
階　
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

令
和
８
年
度「
県
民
の
日
」

　
７
月
14
日
は
県
民
の
日
で
す
。

　
明
治
１
５
０
周
年
を
記
念
し
、廃
藩
置
県
が

行
わ
れ
た
７
月
14
日
を
県
民
の
日
と
し
て
、平

成
30
年
に
県
の
条
例
で
定
め
ま
し
た
。

　
町
で
は
、歴
史
民
俗
資
料
館
の
無
料
開
放
を

行
い
、県
民
の
日
に
ち
な
ん
だ
取
組
を
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、長
島
町
の
歴
史
や
文
化
に
触

れ
、魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、「
県
民
の
日
」の
周
知
を
図
る
た
め
、

県
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
カ
ラ
ー
「
青
色
系
統
色
」

に
よ
る
一
斉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
室
内
装
飾
を

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
観
光
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
振
興
課

　
☎
０
９
９［
２
８
６
］２
５
１
４

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
係

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

県
民
文
化
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
ほ

く
さ
つ
２
０
２
６

　
平
成
22
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
た
県
民
文
化

フ
ェ
ス
タ
と
平
成
27
年
度
に
開
催
さ
れ
た「
第

30
回
国
民
文
化
祭
」の
盛
り
上
が
り
と
成
果
を

継
承
し
な
が
ら
、県
民
や
文
化
芸
術
団
体
な
ど

の
主
体
的
で
多
様
な
文
化
芸
術
活
動
の
発
表

と
交
流
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、令
和

８
年
度
総
合
舞
台
芸
能
の
祭
典「
県
民
文
化
フ
ェ

ス
タ
ｉ
ｎ
ほ
く
さ
つ
２
０
２
６
」テ
ー
マ「
ｋ
ｏ
ｄ

ｏ
ｎ
祭
と
Ｏ
ｓ
ｅ
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、長
島
町
文
化
協
会
の
団
体「
ｄ
ａ
ｎ

ｃ
ｅ 

ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ 

Ｉ
ｓ
」が
代
表
し
て
出

演
し
ま
す
。 

〇
開
催
日
時
・
場
所

　
８
月
８
日（
土
）　
開
演　
午
後
０
時
30
分

　
ss
プ
ラ
ザ
川
内（
薩
摩
川
内
市
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
係

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

ほ
く
さ
つ
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
会

　
障
が
い
の
あ
る
か
た
の
就
職
や
生
活
、企
業

の
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
、ほ
く
さ
つ
障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
直

接
相
談
に
応
じ
ま
す
。

「
就
業
活
動
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
」や「
障
が
い
を
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
」

な
ど
の
日
々
の
悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

出
張
相
談
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、希
望
す
る
時
間
が
あ

る
か
た
は
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
開
催
日
時　
７
月
24
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

〇
場
所　
役
場
１
階
相
談
室

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
ほ
く
さ
つ
障
害
就
業・生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
６（
29
）５
０
２
２

沖
縄
戦
没
者
追
悼
式
参
列
遺
族
募
集

　
鹿
児
島
県
出
身
沖
縄
戦
没
者
追
悼
式
へ
の

参
列
を
希
望
さ
れ
る
遺
族
の
か
た
を
募
集
し

ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〇
期
日　
11
月
13
日（
金
）

〇
場
所

　
鹿
児
島
霊
園（
沖
縄
県
糸
満
市
平
和
祈
念
公

園
内
摩
文
仁
の
丘
）

〇
対
象
者

　
沖
縄
ま
た
は
沖
縄
近
海
で
の
戦
闘
で
戦
没
し

た
か
た
の
配
偶
者
ま
た
は
三
親
等
内
の
遺
族

〇
申
込
期
限　
８
月
31
日（
月
）

〇
募
集
人
数　
10
人（
県
内
全
市
町
村
で
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、選
考
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
高
齢
者
支
援
係

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
発
売

　
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」と「
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」が
全
国
で
２
種
類
同
時
に
発

売
さ
れ
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
ま
す
。

〇
発
売
期
間　

　
７
月
31
日（
金
）ま
で

〇
抽
選
日　

　
８
月
21
日（
金
）

〇
販
売
価
格　

　
各
１
枚
３
０
０
円

〇
当
せ
ん
金

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
１
等　
５
億
円
×
20
本

　
前
後
賞
各　
１
億
円
×
40
本

※
発
売
総
額
６
０
０
億
円
・
20
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　
１
等　
３
０
０
０
万
円
×
70
本

　
前
後
各　
１
０
０
０
万
円
×
１
４
０
本

※
発
売
総
額
１
８
０
億
円
・
６
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
市
町
村
振
興
協
会

　
☎
０
９
９（
２
０
６
）１
０
０
１

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

　
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
薩
摩
川
内

出
張
所
で
は
、次
の
と
お
り
自
衛
官
等
採
用
の

説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

〇
説
明
会
場【
日
時
】

・
マ
ル
マ
エ
ホ
ー
ル
出
水（
出
水
市
）

　
８
月
１
日（
土
）　
午
前
10
時
～
正
午

・
出
水
市
役
所　
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル　

　
８
月
22
日（
土
）　
午
前
10
時
～
正
午

〇
説
明
種
目

　
一
般
曹
候
補
生
、２
等
陸
海
空
士
、航
空
学

生
、高
等
工
科
学
校
、防
衛
大
学
校
、防
衛
医
科
大

学
校（
医
学
科
、看
護
学
科
）、予
備
自
衛
官
補
等

〇
対
象

　
自
衛
官
等
採
用
種
目
に
興
味
の
あ
る
か
た

は
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
事
前
申
し
込
み
な
ど
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の

で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
薩
摩
川
内
出
張
所

　
☎
０
９
９
６（
22
）２
４
０
１

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は
、令

和
９
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
情
報
電
子
化
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

科
、介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
科
な
ど
６
つ
の
訓
練

科
が
あ
り
、募
集
と
選
考
を
複
数
回
行
い
ま
す
。

〇
募
集
期
間

　
８
月
３
日（
月
）
～
９
月
18
日（
金
）

〇
選
考
日
・
試
験
場
所

　
10
月
６
日（
火
）　
奄
美
市

　
　
　
8
日（
木
）　
熊
本
市
、宮
崎
市

　
　
　
９
日（
金
）　
本
校（
薩
摩
川
内
市
入
来
）

〇
試
験
内
容

　
筆
記
試
験（
国
語
・
数
学
）お
よ
び
面
接

〇
授
業
料
な
ど

　
授
業
料
は
無
料
で
、寮
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

〇
訓
練
期
間

　
１
年
間（
令
和
９
年
４
月
～
令
和
10
年
３
月
）

〇
申
込
方
法

　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
０
９
９
６（
44
）２
２
０
６

災
害
に
よ
る
県
税
の
減
免

　
県
で
は
、風
水
害
・
震
災
・
火
災
な
ど
の
災

害
に
よ
っ
て
自
動
車
や
住
宅
な
ど
の
財
産
に

被
害
を
受
け
た
場
合
は
、損
害
の
程
度
に
応
じ

て
県
税（
個
人
事
業
税
、自
動
車
税
、不
動
産
取

得
税
、産
業
廃
棄
物
税
、個
人
県
民
）の
減
免
や

納
付
期
限
の
延
長
な
ど
の
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け
る
に
は
、損
害
金
額

が
事
業
用
資
産
の
価
額
の
２
分
の
１
以
上
で

あ
る
な
ど
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳

し
く
は
北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　
☎
０
９
９
６（
25
）５
２
０
２

ふ
る
さ
と
の
道
サ
ポ
ー
タ
ー

　
県
で
は
、道
路
の
清
掃
・
美
化
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
や
個
人
を「
ふ
る
さ
と
の
道
さ

ぽ
ー
タ
ー
」と
し
て
各
種
支
援
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

〇
支
援
対
象

　
県
管
理
道
路
の
一
定
区
間（
１
０
０
㍍
以

上
）に
お
い
て
、日
常
的
な
管
理
を
行
う
と
と

も
に
、年
１
回
以
上
の
定
期
的
な
清
掃
・
美
化

活
動
を
お
こ
な
う
団
体
や
個
人

〇
支
援
内
容

・
団
体
名
な
ど
を
示
し
た
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の

設
置 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
へ
の
助
成

・
ご
み
袋
な
ど
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
か

か
っ
た
経
費
へ
の
助
成（
年
間
３
万
円
を
上

限
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ふ
る
さ
と
の
道
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業
で
検

索
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
道
路
維
持
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
５
６
６

産
業
廃
棄
物
税

　
産
業
廃
棄
物
税
は
、循
環
型
社
会
の
形
成
を

目
指
し
て
、産
業
廃
棄
物
の
な
お
一
層
の
排
出

抑
制
や
原
料
か
、再
生
利
用
な
ど
を
促
進
す
る

た
め
の
税
で
す
。

〇
税
の
概
要

　
産
業
廃
棄
物
を
排
出
す
る
事
業
者
は
、最
終

処
分
場
や
償
却
施
設
に
搬
入
す
る
産
業
廃
棄

物
に
つ
い
て
、処
理
料
金
の
ほ
か
に
産
業
廃
棄

物
税
を
最
終
処
分
業
者
ま
た
は
焼
却
処
理
業

者
に
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
最
終
処
分
場
に
搬
入　
１
０
０
０
円
／
ト
ン

・
焼
却
施
設
に
搬
入　
８
０
０
円
／
ト
ン

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
税
務
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
２
０
２

　
県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
５
９
４
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日
本
郵
便
と
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
指
定

地
域
を
守
る
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　
６
月
４
日
、
町
と
日
本
郵
便
株
式
会
社
に
よ
る

町
内
の
全
７
郵
便
局
を
指
定
暑
熱
避
難
施
設
（
ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）
に
指
定
す
る
協
定
書
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
協
定
は
、
熱
中
症
に
よ
る
健
康

被
害
の
発
生
防
止
を
図
る
た
め
の
施
設
運
営
に
必
要

な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
川
床
郵
便
局
の
赤
嵜
弘
則
局
長
（
写
真
左
端
）

は
「
本
社
は
、
お
客
様
と
地
域
を
支
え
る
『
共
創

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
』
を
目
指
し
て
い
る
。
局
を

同
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
皆
さ
ん

に
安
心
・
安
全
な
環
境
を
提
供
で
き
て
、
う
れ
し

く
思
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

長
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
図
書
寄
付

今
後
も
力
を
合
わ
せ
て

　
６
月
３
日
、
長
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
小
﨑
春

海
会
長
）
か
ら
町
の
蔵
書
の
充
実
を
目
的
と
し
た
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
40
周
年

を
記
念
し
た
事
業
の
一
環
で
、
新し
ん
ち
ょ著
を
毎
年
購
入
で

き
る
よ
う
に
と
令
和
３
年
か
ら
行
わ
れ
、
５
年
目
の

今
回
が
最
終
年
度
と
な
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
は
、
社

会
奉
仕
活
動
団
体
と
し
て
献
血
活
動
や
学
校
は
が
き

を
配
布
す
る
「
愛
の
定
期
便
」
絵
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
の
開
催
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
﨑
会
長
は
「
図
書
寄
付
は
最
終
年
度
と
な
っ
た

が
、
今
後
も
役
場
と
力
を
合
わ
せ
て
よ
り
よ
い
町
づ

く
り
に
貢
献
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

海
を
バ
ッ
ク
に
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ 

」

若
者
と
盛
り
上
が
る
イ
ベ
ン
ト

　
５
月
31
日
、
農
林
水
産
物
処
理
加
工
施
設
で
、

音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ

Ｃ 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
約
５
０
０
人
の
観
客
を
動
員
し
、
瑛

人
さ
ん
な
ど
有
名
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
ス
テ
ー
ジ
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
出
水
市
か
ら
訪
れ
た
平
川
雄
太

さ
ん
は
「
海
の
見
え
る
良
い
景
色
で
最
高
の
イ
ベ
ン

ト
。
テ
ン
ト
な
ど
用
意
し
て
あ
っ
て
気
遣
い
を
感
じ

る
」
と
喜
び
、
主
催
側
の
大
平
和
喜
さ
ん
（
上
揚
）

は
「
若
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
良
か
っ
た
。
11
月

に
同
じ
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
る
の
で
、

み
ん
な
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

第
21
回
自
治
公
民
館
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

葛
輪
チ
ー
ム
が
初
優
勝

　
５
月
18
日
か
ら
21
日
ま
で
の
４
日
間
、
第
21
回

自
治
公
民
館
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
総
合
交

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
で
開
催
さ
れ
、
葛
輪
チ
ー
ム

が
初
優
勝
し
ま
し
た
。
本
年
度
の
大
会
は
、
13
集

落
か
ら
19
チ
ー
ム
が
参
加
。
予
選
を
勝
ち
上
が
っ

た
８
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
出
し
ま

し
た
。
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝　
　
葛
輪
自
治
公
民
館

準
優
勝　
浦
底
自
治
公
民
館
Ａ
チ
ー
ム

３
位　
　
矢
堂
自
治
公
民
館

３
位　
　
薄
井
自
治
公
民
館
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軽
ト
ラ
市
に
九
州
プ
ロ
レ
ス
が
来
た

屈
強
な
選
手
に
大
興
奮

　

６
月
14
日
、
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
19
回
ふ
れ
あ
い
・
な
が
し

ま
軽
ト
ラ
市
で
、「
九
州
ば
元
気
に
す
る
バ
イ
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
い
る
九
州
プ
ロ
レ
ス
（
福

岡
市
）
の
タ
ッ
グ
マ
ッ
チ
２
試
合
が
行
わ
れ
、
町

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
レ
ス
ラ
ー
に
よ
る
子
ど
も
向
け
の

プ
ロ
レ
ス
教
室
も
行
わ
れ
、
教
室
に
参
加
し
た
児

島
允み
つ
き桔
さ
ん
（
山
中・６
歳
）
は
「
楽
し
か
っ
た
。

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
は
ち
ょ
っ
と
怖
か
っ
た
け
ど
最
後

の
ポ
ー
ズ
は
バ
ッ
チ
リ
決
ま
っ
た
」
と
興
奮
が
覚

め
き
ら
な
い
様
子
で
話
し
ま
し
た
。

鷹
巣
・
伊
唐
小
の
交
流
会
で
手
話
教
室

手
話
の
あ
い
さ
つ
を
待
っ
て
る
よ

　
６
月
23
日
、
鷹
巣
小
学
校
（
有
村
重
輝
校
長
・

１
２
９
人
）
で
手
話
講
座
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
日
は
、伊
唐
小
学
校（
向
井
理
恵
子
校
長・

15
人
）
と
の
交
流
授
業
と
し
て
行
わ
れ
、
両
校
の

４
年
生
が
、
出
水
地
区
聴
覚
障
害
者
協
会
員
の
牧

実
夫
さ
ん
（
牧
集
落
）
と
手
話
サ
ー
ク
ル
ま
な
づ

る
の
メ
ン
バ
ー
に
、
障
が
い
に
つ
い
て
の
講
話
と

手
話
を
教
わ
り
ま
し
た
。
授
業
の
最
後
に
山
下
湊

さ
ん
が
「
覚
え
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
今

度
使
っ
て
み
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
る
と
、
牧
さ

ん
が
「
今
度
会
っ
た
時
に
は
、
あ
い
さ
つ
し
て
く

れ
る
の
を
待
っ
て
る
よ
」と
手
話
で
答
え
ま
し
た
。

獅
子
島
卓
球
ク
ラ
ブ
九
州
大
会
・
全
国
大
会
出
場

全
国
で
一
勝
を
と
れ
る
よ
う

　
６
月
17
日
、
獅
子
島
卓
球
ク
ラ
ブ
の
７
人
が
川

添
町
長
の
元
を
訪
れ
、
７
月
17
日
か
ら
開
催
さ
れ

る
第
31
回
全
九
州
卓
球
選
手
権
大
会
（
長
崎
県
）

の
団
体
の
部
（
６
人
出
場
）、
個
人
の
部
（
４
人

出
場
）
と
、
同
24
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
全
農
杯

２
０
２
６
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
兵
庫
県
）

の
個
人
の
部
（
１
人
出
場
）
に
出
場
す
る
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
全
日
本
卓
球
選
手
権
に
個
人
の
部
で
出
場
す
る

杉
原
沙さ

ら良
さ
ん
（
獅
子
島
小
４
年
）
は
「
全
国
大

会
な
の
で
、
ま
ず
は
一
勝
を
目
指
し
た
い
」
と
意

気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
推
進
員
の
上
さ
ん
が
県
知
事
賞
を
受
賞

こ
れ
か
ら
も
食
改
さ
ん
と
し
て

　
６
月
17
日
、
長
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
の
上
清
子
さ
ん
が
、
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
こ

と
を
川
添
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
上
さ
ん
は
、町
の
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
、

38
年
間
に
わ
た
っ
て
食
生
活
改
善
に
携
わ
り
、
県

の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
し
た
功
績
を
認
め
ら
れ
、

５
月
22
日
に
県
総
会
で
受
賞
。「
ひ
と
り
で
は
な

く
て
会
員
の
皆
さ
ん
が
い
た
か
ら
受
賞
で
き
た
。

つ
ら
い
時
も
あ
っ
た
け
ど
い
い
経
験
だ
と
思
っ
て

が
ん
ば
っ
た
結
果
。
こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の
意
を
込
め
て
話

し
ま
し
た
。
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まだまだここから 小説　もうひとりのナイチ
ンゲール　鈴木雅の生涯

作／宇佐美牧子

がんばったことが実らなかったと
き、すべては「むだ」になってし
まうのかな？

日本の看護師の先駆者である鈴木
雅の人生を綴った小説。

「
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
」
に
悪
魔
が
与
へ
し
病
の
ご
と
吾
も
半
年
つ
ぎ
つ
ぎ
と
病
む

ラ
ジ
オ
よ
り
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
子
守
歌
ね
む
れ
よ
ね
む
れ
と
時
計
は
三
時

ほ
の
か
な
る
香
り
の
う
れ
し
鈴
蘭
の
花
咲
く
庭
は
初
夏
の
あ
た
た
か

白
黒
と
ひ
る
が
へ
り
た
る
わ
が
心
瞑
想
し
つ
つ
耕
や
し
な
ら
す

米
尾
和
子

坂
之
下
典
子

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

小
林 

　
貢

母
木
良
平

川
島
輝
文

町
田
末
則

音
に
き
く
玄
海
鳴
戸
黒
の
瀬
戸
万
葉
歌
碑
が
静
か
に
見
つ
む

モ
ネ
の
絵
の
池
で
は
な
く
て
北
仏
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
港
の
絵
が
好
き

そ
れ
な
り
に
努
力
は
し
て
る
そ
の
つ
も
り
人
に
気
遣
い
花
に
は
水
を

年と
し
よ寄
り
は
思お
も

う
用よ
う
で
き
ぬ

出
来
ぬ
困こ
ま

る
の
よ
生い

き
る
事こ
と

だ
よ
な
る
し
か
な
ら
ぬ

伊多波　碧／著

万
歳
の
母
の
着
替
え
や
夏
の
朝

海
峡
を
渡
る
如
く
や
鯉
の
ぼ
り

交
番
の
留
守
を
預
り
燕
の
子

空
別
か
つ
稜
線
映
ゆ
る
五
月
か
な

散
歩
道
野
茨
の
に
ほ
ひ
か
ぎ
な
が
ら

大
堂
　
早
苗

坂
口
　
　
子

大
堂
　
正
弘

関
　
喜
久
雄

二
階
堂
恵
子

露
地
多
き
島
の
銀
座
や
夏
の
潮

空
梅
雨
や
田
畑
譲
る
話
し
な
ど

島
畠
は
穫
り
入
れ
盛
り
夏
の
潮

先
生
の
最
後
の
講
評
ア
マ
リ
リ
ス

夏
潮
の
渦
巻
く
航
路
島
岬

白
男
川
孝
仁

二
階
堂
妙
子

迫
口
　
君
代

山
嵜
加
代
子

関
　
佳
代
美



個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。
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編
集
後
記

　
今
月
号
か
ら
「
♪
教
え
て
！

教
え
て
！
食
改
さ
ん
」
の
コ
ー

ナ
ー
（
16
ペ
ー
ジ
）
を
新
設
し

ま
し
た
。
随
時
の
掲
載
と
な
り

ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
最
初
の
今
回
は
、
料
理
と
食

材
を
な
る
べ
く
き
れ
い
に
撮
ろ

う
と
思
い
、「
８
の
字
折
り
収
納

（
８
の
字
を
描
く
よ
う
に
ひ
ね

っ
て
小
さ
く
た
た
む
収
納
方
法
）

の
レ
フ
板
」
を
持
参
し
、
意
気

込
ん
で
撮
影
に
挑
み
ま
し
た
。　

　
い
ざ
調
理
開
始
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
出
番
の
レ
フ
板
を
勢

い
よ
く
広
げ
る
と
、
バ
サ
ッ
と

ド
ロ
ー
ン
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
（
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
パ
ッ
ト
）
が
広
が

り
ま
し
た
…
。

　
両
方
と
も
、
同
じ
収
納
形
式

で
大
き
さ
も
ほ
ぼ
一
緒
で
し
た

の
で
間
違
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
確
認
の
必
要
性
を
再
認
識
い

た
し
ま
し
た
。

�

大
西　
洋
介



７月号
［No.244］

令和８年

2026年７月９日木曜日 発行

北
薩
合
唱
連
盟
第
26
回
北
薩
合
唱
祭

〇
開
催
日
時

　
７
月
19
日
（
日
）　
開
場
午
後
１
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

開
演
午
後
１
時
30
分
～

〇
入
場
料　
無
料

〇
開
催
場
所　
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

〇
出
演
団
体
（
加
盟
団
体
）

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ａ
・
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
（
出
水
市
・
混
声
）

　
コ
ー
ル
み
か
さ
（
阿
久
根
市
・
混
声
）

　
コ
ー
ル
の
だ
（
出
水
市
野
田
町
・
女
声
）

　
北
薩
男
性
合
唱
団
（
北
薩
・
男
声
部
）

　
コ
ー
ル
メ
イ
プ
ル
（
出
水
市
高
尾
野
町
・
女
声
）

　
コ
ー
ル
う
ず
し
お
（
長
島
町
・
女
声
）

〇
友
情
出
演　
ひ
ら
り
音
楽
教
室

※
入
場
整
理
券
は
、
町
文
化
ホ
ー
ル
、
風
テ
ラ
ス
あ
く
ね
、
出
水

市
野
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
出
水
市
中
央
公
民
館
に

あ
り
ま
す
。
入
場
整
理
券
無
し
で
も
入
場
で
き
ま
す
。

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ

　
　
　
　
な
が
し
ま
２
０
２
６

〇
夏
ま
つ
り
納
涼
大
会

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
芸
能
シ
ョ
ー
や
豪
華
景
品
が
当
た
る
抽

選
会
、
花
火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

・
開
催
日
時　

　
７
月
25
日
（
土
）　
午
後
６
時
～

・
場
所
あ
づ
ま
海
水
浴
場
（
長
島
町
鷹
巣
松
ケ
平
）

〇
ブ
リ
つ
か
み
取
り
大
会

　
６
月
下
旬
に
発
生
し
た
赤
潮
の
被
害
の
た
め
中
止

長島町

阿久根市
至出水

伊唐島

鷹巣

黒之瀬戸大橋

389

47

379

針尾公園

温泉センター「東泉望」

針尾公園

赤崎橋

伊唐大橋

蔵之元漁港

乳ノ瀬橋
竹島大橋

温泉センター「東泉望」

だんだん市場だんだん市場

道の駅 長島

あづま
海水浴場

3

25
7 SAT

18:00～
26
7 SUN

特設ステージを見逃すな
！

　　　イベントい〜っぱい

※ 雨天の場合ステージイベントは、長島町総合町民体育館で開催、
    花火大会は荒天の場合は延期いたします。

受　付/午前8：30～9：10　
場　所/あづま海水浴場　　
参加料/ひとり3,500円
　　  （要予約 箱・氷代含む）
参加資格/小学生以上
申込URL/長島町ホームページの専用ページ

先着
180名
限定

長島町ホームページのご予約専用
ページにて、お申込みください。

◀ ご予約はこちらのコードから

※ 荒天や赤潮の場合、大会を延期もしくは中止
    いたします。
　 延期の場合の代替日は8月23日（日）です。

　　ちびっ子グッズプレゼント
　　親子ダンス長島
歌謡ショー

　　

お楽しみ抽選会
花火大会

先着
名様100

オープニング

堀
内 

春
菜

光
岡  

洋

【主催】長島町観光協会 【後援】長島町・東町漁業協同組合・東町漁業協同組合青壮年部
【お問い合せ】長島町観光協会事務局 〒899-1498 鹿児島県出水郡長島町鷹巣1875-1（長島町役場水産景観課内）TEL 0996-86-1137（直） FAX 0996-86-0950

長島ブランド「鰤王」
ぶり   おう

長島ブランド「鰤王」
ぶり   おう

長島ブランド「鰤王」
ぶり   おう中止



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０２６８ 

７ ８２ ６

１４９ １２ １３

２１ ２２１６ １７ １９ ２０

１１

４３

１８

１０

１

５

２３ ２４ ２５

１５

２７２６ ２８ ２９

３０

７/26 ７/27 ７/28 ７/29 ７/30 ７/31

３１

　　　　　　　　　

〇野田診療所 84-2023
〇いまむらクリニック 73-1700
〇福田クリニック 79-3775
◇キッズクリニック 63-7707
□ ス マ イ ル 薬 局 84-
2430
□ 市 民 調 剤 薬 局 68-
0150
□さくら薬局 63-7700

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　　　　　

（獅子島）
◎乳児健診

（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇長島クリニック 88-6405
〇おかだクリニック 63-7011
〇せき耳鼻咽喉科クリニック 64-1187
〇福田クリニック 79-3775
◇にのみやこどもクリニック 62-0167
□メープル薬局 62-9292
□さすえ薬局 88-6011
□出水マリンバ薬局　63-8601

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
◎ 1 歳６カ月健診　　
　
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■燃やせるごみ（獅子島）

〇さくら通りクリニック 62-2311
〇北国医院 72-0016
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□さくらんぼ薬局 68-7000
□会営薬局 64-8280

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）
◎母子相談（２カ月）◎母子相談（２カ月）
　　（　　（保健福祉センター））

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■燃やせるごみ・天ぷら油
� （獅子島）
�

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
� （平尾・蔵之元・川内）
� （鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　
　　　　　　　（獅子島）
◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■燃やせるごみ

（獅子島）

� 山の日

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇山田クリニック 72-0420
〇三慶医院 63-2333

〇わかすぎ皮フ科クリニック 64-1313
〇福田クリニック 79-3775
〇しみずこども医院 68-0633
◇しみずこども医院 68-0633

〇整形外科ばばぐちクリニック 64-8260
〇脇本病院 75-2121
〇福田クリニック 79-3775
◇こどもクリニック永松 64-1500

祝日には、国旗を掲げましょう！
●８月 11日は山の日です。
　山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝することを趣旨としています。

肺がん・大腸がん検診

肺がん・大腸がん検診


